
国語科学習指導案

1. 対象学級： 2年 組

2. 実施日時：令和4年5月23日 月曜日

3. 実施湯所： ．．．．．
4. 単元名：故事・逸話「漱石枕流・画竜点睛」『古典B』（教育出版）
5. 単元について

(1)単元の目標

自力で書き下し文を作成し、句法を理解したうえで大意の把握をする。現代でも

使われる故事成語の由来を理解する。
(2)単元観

本単元は短い故事・逸話であり、 内容もわかりやすく面白みのある表題である。 

句法も漢文特有ではあるが、意味は古文で既出のものばかりなので自力で訳を作成 

し、大意を把握ができる難易度のものである。現代でも聞くことのある故事成語の 

由来について理解し、 漢文に触れる楽しみを創る最初の二作である。

(3) 生徒観

全体的に活発で元気な生徒が多く、授業中も真面目に、前向きに取り組む姿勢が

みられる。特に、グルー プ間での対話的な活動を通して、積極的な意見交流が行わ

れている。2学年に上がり、初めての漢文のためか、少し基礎的な部分で復習が必

要な生徒も見られる。
(4)指導観

上記生徒観にもあるように、2学年最初の漢文の授業なので書き下し文の基礎的

な決まりなど知識が乏しい部分がある。そのため、まずは書き下し文において注意

すぺき点を復習したのち、 生徒の活動とする。

(a)単元の評価基準

知識 ・ 技能 思考カ・判断カ・表現力 学びに向かうカ・人間性等

ア：古典に用いられる語 ア：内容を本文に即して正 ア：自分で本文に対する意見

句の意味や漢文の用法を 確に書き下し文を作成し、 や見解を考え、述べること

理解できている。 読み取ることができる。 ができる。

イ：漢文特融の用法の意 イ：本文からこの話の面白 イ：故事成語の由来にもなる

昧を正確に理解し現代語 みを読み取ることができ、 本文について、 自ら理解を

訳ができる。 表現することができる。 深めようとしている。

(1) ア 古典に用いられている語句の意味， 用法及び文の構造を理解すること。

イ 古典を読んで， 内容を構成や展開に即して的確にとらえること。
オ 古典を読んで， 我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係

について理解を深めること

(2) ア 辞書などを用いて古典の言葉と現代の言葉とを比較し， その変遷などにつ

いて分かったことを報告すること。










